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藤戸のお大師さま
縁日は毎月旧暦21日

(植木市有り)

戦国時代兵火にかかり荒廃したが、寛
永 9年 安芸宮島の栄遍僧正が、岡山藩主
庇護のもとに再建。後、義雄法印は、本
堂 ・祖師堂 ・経蔵の再建を発願し、天明
元年心血を注ぎ現本堂を再建した。

②御影堂(弘法大師堂)

志し半ばで遷化した、義雄法印の意志
を受け、法如師が文化9年 再建。宝形造、
本瓦葺。塩飽本島の大工棟梁、佐藤善吉
の建築による。

③鐘楼堂

円柱の石造四方柱に員のない珍しい建
築技法。古来あつた梵鐘は幕末岡山藩に
徴用され、明治初年に再鋳されたが太平
洋戦争時に併出、現梵鐘は戦後平和を祈
り三たび鋳造された。

④石造五重層塔

県重要文化財 ・寛元元年の在銘。鎌倉
前期様式を示す優れた作域。源平藤戸含
戦の供養塔と伝え、佐々木盛綱の子信綱
が造立したという。

⑤びんする尊者(賓頭慮尊者)

自分の憲部を仏様のその部分に触り、
なでさすると御蔭があるという。但馬(兵
庫県)の人が病気平癒を祈つて寄進された。

⑥北向き地蔵尊(子授け地蔵)

諸国をめぐる行者、江戸 ,神田惣七と
いう人が、金毘羅街道を通行する旅人の
道中安全と倉敷川を通航する船の無事を
祈願し、天保4年 に寄進。
別名「子授け地蔵」と呼ばれ、子宝に恵
まれない人がお参りすると願いがかなえ
られるとしヽう。無事出産の院に1よ、地蔵
尊の小像をお礼に奉納する風習がある。

②義雄法印の境墓

当時中興の祖で、生国は讃岐 ・12歳 の
時出家 ・20歳 で藤戸寺住職となり本堂の
再建 ・祖師往「影彫亥」・土砂加持法会の再
興にと、ひたすら寺運興隆に勤められた。
このお墓に参り遺徳を偲び発願すると大
願成就かなえられるとしヽう。

①藤戸大橋(現盛綱橋の前身)の台石

江戸時代初めころまでは、藤戸 ・天城
は渡 しで結 ばれていたが、正保 4年
(164フ年)大川 (倉敷川)に1よじめて橋が
架けられた。木造土橋の当時の橋‖去「に用
いられた石柱と基礎石である。

③旬碑

お遍路や 杖 を大師とたのみつつ 白 象
いま刈田にて 海 渡る兵馬見ゆ  誓 子

お峯洗児副砕八秀穐島』



藤
戸
寺
縁
起

当
寺
は
、
正
し
く
は
補
陀
洛
山
千
手
院
藤
戸
寺
と
い
い
、
宗
義
は
高
野
山
真
言
宗
で
あ
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
、
行
基
菩
薩
が
仏
法
を
広
め
る
た
め
児
島
の
地
に
巡
行
し
た
際
、
藤

戸
の
海
よ
り
出
現
し
た
霊
験
あ
ら
た
な
観
音
像
を
本
尊
と
し
て
藤
戸
寺
を
創
建
し
た
と
い
う
。

源
平
藤
戸
の
合
戦
で
渡
海
先
陣
し
た
佐
々
木
盛
綱
は
、
こ
の
寺
の
修
復
と
合
戦
で
の
戦
没
者
や
浅

瀬
を
案
内
さ
せ
命
を
奪

つ
た
浦
の
男
を
弔
う
た
め
大
法
要
を
行
な

っ
た
。

時
代
と
共
に
寺
も
盛
衰
を
重
ね
、
戦
園
時
代
二
度
に
わ
た
る
兵
火
に
あ
い
堂
舎
こ
と
ご
と
く
焼
失

し
た
。
江
戸
時
代
寛
永
九
年
宮
島
宝
光
院
、
栄
遍
阿
閣
梨
は
児
島
の
名
刺
藤
戸
寺
が
衰
微
し
て
い
る

の
を
見
て
、
岡
山
藩
主
に
助
援
を
乞
い
再
興
し
た
。
以
来
藩
主
の
尊
信
を
受
け
堂
舎
が
再
建
さ
れ
た
。

主
な
年
中
行
事
と
し
て
、
旧
暦
４
月
数
日
に
十
方
壇
信
徒
の
祖
先
供
養
、
「
土
砂
加
持
法
会
」
は

２５０
年
余
に
わ
た
り
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

毎
月
旧
暦
拠
日
は
、
藤
戸
の
お
大
師
様

（弘
法
大
師
）
の
縁
日
で
、
老
若
男
女
の
参
拝
者
と
露
店

で
賑
わ

っ
て
い
る
。
夏
至
の
頃
に
は
、
「沙
羅
の
花
を
観
る
会
」
が
催
さ
れ
大
勢
の
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。

瀬
平
藤
戸
合
戦

源
平
藤
戸
古
戦
場
跡
は
、
倉
敷
美
観
地
区
を
源
流
と
し
児
島
湖
に
流
れ
る
、
倉
敷
川
の
中
流
藤
戸

周
辺
に
あ
た
る
。

平
氏
は
、
屋
島
を
本
拠
と
し
て
山
陽
道
に
進
出
を
図
ろ
う
と
、
藤
戸
海
峡
の
西
岸
市
内
粒
江

・
種

松
山
山
麓
に
平
行
盛
を
総
大
将
と
し
て
兵
を
進
め
た
。
こ
の
こ
と
を
知

っ
た
源
氏
は
、
元
暦
元
年
１２

月
、
源
範
頼
を
総
大
将
に
出
陽
道
を
西
下
、
日
間
山

一
帯
に
布
陣
し
、
両
軍
海
を
は
さ
ん
で
対
時
し

た
。
平
氏
の
舟
は
、
源
氏
陣
の
日
前
ま
で
漕
ぎ
出
し
、
渡

っ
て
こ
い
と
扇
を
招
い
て
嘲
笑
す
る
の
で

あ
ち
た
や
そ
の
武
将
の
判
人
佐
々
木
盛
綱
は
、
あ
る
夜
浦
、の
男
か
ら‐
浅
瀬
が
あ
な
こ
忍
をｉ
教
劇
ら
れ

た
ず
盛
綱
は
、
密
か
に
彼
を
連
れ
海
中
に
入
り
目
印
に
小
笹
を
た
て
た
。
盛
綱
は
、
こ
と
の
秘
密
を

他
言
さ
れ
て
は
と
、
浦
の
男
を
切
り
捨
て
た
。
翌
朝
馬
を
海
に
乗
り
入
れ
先
陣
、
激
戦
の
末
平
氏
を

屋
島

へ
と
敗
走
さ
せ
た
。
謡
曲

『藤
戸
』
は
、
高
名
を
あ
げ
た
武
将
の
陰
で
、
愛
す
る
子
を
失

っ
た

老
婆
の
悲
し
み
を
題
材
と
し
て
謡
わ
れ
て
い
る
。

謡
曲
、
歌
舞
伎
、
舞
踊
、
オ
ペ
ラ
な
ど

「藤
戸
」
を
演
ず
る
方
々
は
当
時
を
偲
び
藤
戸
寺
を
訪
れ
、

合
戦
の
供
養
を
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
に
は
、
乗
り
出
し
岩

・
笹
無
山

・
経
ヶ
島

・
浮
洲
岩

・
先
陣
庵

な
ど
古
跡
が
あ
る
。

沙
挽
離
の
一
枠
■
次
物
――――
の
沙
糾
杖
出
ｉ

ツ
バ
キ
朴
落
栄
高
本

の
ナ
ツ
ツ
バ
キ

を
沙
維
双
肌
と
称
し
平
家
物
語
で
は
世

の
無
併
を
象
徴
す
る
化
と
し
て
校
場
し

て
い
る
。
昨
は
汁
ら
か
な
褐
色
で
英
し

く
、
初
班

の
唄
正
往
七
セ
ン
チ
科

の
白

い
洗
浄
な
花
が
吹
く
。
相
毛

の
様
な
■

弁

の
花
は
、
朝
吹

い
て
は
、
タ
ベ
に
故

り
、
平
家
物
ｌｉｌｉ
で
は
、
こ
の
何

い
花

の

命
を
人

の

一
化

の
は
か
な
さ
、
平
家

一

円
の
栄
■
と
没
落
に
た
と
え
た
と
去
わ

れ
て
い
る
。
落
花

の
姿
も
端
Ｉ
で
花
び

ら
を
散
ら
す
こ
と
な
く
、　
一
花

一
花
仰

向
け
て
落
ち
風
帖
が
深
い
。

米
釈

迦

人
減

の
際

の
収
本

と

し

て
知

ら

れ

る
イ

ン
ド
原

た

の
沙
糾
双
慨

（ま
た
は
サ

一Ｚ

は
、

フ
タ
バ
ガ
キ
朴

の

付

縦

高

木

で
熱

朴

朋

の
た

め

Ｈ
本

の
瓜

１‐
に
は
市

た

な

い
「
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